




研究目的 

未熟児・新生児の酸素療法・機械的人工換気などと効果・予後との関連を検討する場合に

は,酸素に関する分圧時間相乗積が,最も重要な因子となると考えられる。特に

hyperoxemia,hyp-oxemia を,後遺症との関連において検討する場合には,児の動脈血酸素

分圧測定値の度数分布が,dose-time を適確に示す表現として,有力な情報を提供するはず

である。動脈血酸素分圧値は経皮酸素分圧値で代用しうるので,経皮酸素分圧値の対時間度

数分布表,すなわち経皮酸素分圧ヒストグラムを作図することの臨床的意義は極めて大き

い。 

現在市販の経皮酸素分圧監視装置は,記録計用にアナログ出力端子を備えているので,酸素

分圧値アナログ信号を,マイクロコソピューターに入れて，科学技術計算を行わせ,臨床的

レベルで有用な,経皮酸素分圧ヒストグラムを得ることが出来るかどうか,またそれが従来

の経皮酸素分圧レコーディングに比較して,果してより有用であるかどうかを,症例につい

て検討する。 


